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行
政
改
革
大
綱

ができました�

皆
さ
ん
、「
行
政
改
革
大
綱
」
を
ご
存
知
で
す
か
。

ニ
ュ
ー
ス
で
も
よ
く
耳
に
す
る
「
行
革
」
と
い
う
言
葉
。

国
、
地
方
を
問
わ
ず
、
今
、
行
政
が
最
優
先
で
取
り
組
ん
で

い
る
課
題
が
こ
の
行
政
改
革
で
す
。

経
費
削
減
に
励
む
一
方
で
、
少
子
・
高
齢
化
、
情
報
化
、

国
際
化
な
ど
、
新
た
な
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
も
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
春
日
市
は
何
を
ど
の
よ
う
に
改

革
し
て
い
け
ば
よ
い
か
、
そ
の
指
針
を
示
し
た
の
が
「
春
日

市
行
政
改
革
大
綱
」
で
す
。

今
回
は
、
４
次
目
と
な
る
こ
の
大
綱
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介

し
ま
す
。

従
来
の
行
政
改
革
は
、
国
が
指
針

を
示
し
、
こ
れ
に
な
ら
っ
て
地
方
も

行
政
の
肥
大
化
を
抑
制
し
、
財
政
の

縮
小
に
対
応
す
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。

春
日
市
で
も
、
昭
和
63
年
に
初
め

て
行
政
改
革
大
綱
を
作
成
。
そ
の
後
、

3
回
に
わ
た
っ
て
見
直
し
な
が
ら
、

民
間
委
託
な
ど
に
取
り
組
ん
で
、
財

政
の
効
率
化
に
成
果
を
あ
げ
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
21
世
紀
に
入
っ
て
世
の

中
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
、
こ

れ
ま
で
の
や
り
方
が
通
用
し
な
い
時

代
を
迎
え
た
今
、
行
政
の
あ
り
方
を

変
え
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
、
今
回

の
大
綱
で
す
。

今
回
の
大
綱
は
、「
真
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
市
民
と
と
も
に
実
現
す

る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
を
市
民
に
理
解

し
て
も
ら
い
、
市
民
と
行
政
職
員
一

人
ひ
と
り
が
主
体
と
な
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

「
真
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
市
民

と
と
も
に
実
現
す
る
」
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
方
針
で
取
り
組
む
か
に
つ

い
て
は
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ン
「
第
4
次
春
日
市
総
合
計

画
」
と
連
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
都

市
像
『
輝
き
　
ふ
れ
あ
い
　
安
ら
ぎ

の
都
市
（
ま
ち
）

か
す
が
』
を
実

現
す
る
た
め
の
基
本
的
姿
勢
「
協

働
」、「
経
営
」、「
広
域
」
の
3
つ
を

そ
の
ま
ま
、
今
後
推
進
す
る
行
政
改

革
の
柱
に
し
ま
し
た
。

次
に
改
革
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

常
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
3

原
則
を
設
け
ま
し
た
。

1

経
済
性
　
よ
り
少
な
い
経
費

で
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と

2

効
率
性
　
一
定
の
経
費
の
中

で
、
よ
り
効
果
的
に
成
果
を
上
げ

る
こ
と

3

有
効
性
　
一
定
の
経
費
の
中

で
、
市
民
欲
求
や
目
的
に
合
っ
た

施
策
や
事
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と

こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革
大
綱

第
４
次
の
目
的

「
真
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

市
民
と
と
も
に
実
現
す
る
」

基
本
方
針

「
協
働

き
ょ
う
ど
う

」、「
経
営
」、「
広
域
」

基
本
原
則

「
経
済
性
」と「
効
率
性
」、

「
有
効
性
」

春日市�

ほかの自治体�

市　民�

企　業�
行　政�

「地域経営の推進」�

「協働の推進」�

「広域連携の推進」�

■真に必要なサービスの実現

ぎょう せ い か い か く た い こ う
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「
行
政
改
革
大
綱
」
の
内
容
が
お
分
り

い
た
だ
け
ま
し
た
か
。

こ
の
大
綱
は
、
平
成
13
年
10
月
、
学
識

経
験
者
や
市
民
団
体
代
表
な
ど
で
つ
く
る

「
春
日
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
に
意

見
を
求
め
、
そ
の
提
言
を
受
け
て
昨
年
度

に
作
成
し
た
も
の
で
す
。

市
は
、
こ
の
大
綱
に
則

の
っ
と

っ
て
、
今
年
度

か
ら
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

※
　
こ
の
大
綱
は
、
市
情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー
と
図
書
館
に
置
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

行
政
管
理
課

(

584)

１
１
１
１
　

(

584)

１
１
４
５

FAX

具体的事項
基本方針、基本原則を踏まえ、具体的に次のことに努めます。

１　協働の推進

３　広域連携の推進

２　地域経営の推進

税財源の減少や
市民欲求の高度
化・多様化などの
激しい環境変化の
中で、現在の行政
サービスの水準を
維持、向上させる
ことは行政の力だ
けでは困難です。
今後は、市民と企業、行政が、それぞれの役割に

応じて、協力をしながらまちづくりを進めていくこ
とが重要となります。

春日市は、消防や水道、
ゴミ処理、火葬などを、近
隣の市町と共同で行ってい
ます。これらの共同処理は、
経済性や効率性の面で効果
を上げています。

①情報の共有化を進める
市民、企業、行政それぞれが持つ情報を共有

することが必要です。
そこで行政は、それぞれが持つ情報を積極的

に収集し、保有する情報は積極的に公開、提供
していきます。

②協働を推進する体制を整備する
行政職員の能力開発や組織づくりを行い、ボ

ランティアなど公益的な活動を行う市民団体の
活動の支援体制を確立します。

①広域連携を強化する
今後もより効果的な行政サービスを確保する

ため、公共施設の共有化など、広域的な検討を
行います。

③協働によるまちづくりを推進する
新規の施策、計画段階や実施中の事業の評価

を通して、協働が効果的な施策や事業を選定し
て、それぞれの役割分担や責任を明らかにした
上で、最適な担い手による市民サービスの実現
を目指します。

地方分権が進み、
各自治体は自らの権
限と責任で地域を経
営することが求めら
れています。
厳しい財政状況が

予想される中でも、
市民の満足度の高
い、適切なサービスを供給することができる体制の
確立が重要です。

①市民志向への転換を図る
市民の視点で市民生活や地域の課題を見つ

め、市民欲求や行政需要を的確に把握します。
そして、これを施策や事業の改善、予算への

反映に努めます。
また、市民への説明責任を意識して行政を行

っていきます。

②経営資源を有効に活用する
自主財源の確保、民間資源・民間活力の活用、

受益に応じた負担の適正化、補助金などの公平
な運営、施設の効果的な利用、人材育成などを
進めます。

③行政の体制を整備する
行政の活動と成果を点検する行政評価の定着

化、財務分析などによる財政の健全化、蓄積さ
れた職員のノウハウなど知的資産の共有化、民
間経営手法の研究と導入など行政の体制整備を
進めます。

春　日　市�
行政改革大綱�
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出
前
ト
ー
ク

今
年
は
、
７
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

市は、市民と行政との「協働」によるまち
づくりを進めています。これを実現するた
めには、市民と行政とが対等な立場で議論
することが大切です。
市が積極的に市の施策などを説明し、市

民に市の現状を知ってもらう。そして、お
互いが共通の認識を持った上で、これから
のまちづくりへの建設的な意見交換をす
る。この議論の場が｢出前トーク｣です。
市に対して日ごろ感じていることなど、

率直なご意見をお聞かせください。

問い合わせ先 行政管理課

(584)1111 (584)1145FAX

7月 1日(火) 

7月 2日(水) 

7月 3日(木) 

7月15日(火) 

7月16日(水) 

7月17日(木) 

7月22日(火) 

7月23日(水) 

7月24日(木) 

7月29日(火) 

7月30日(水) 

7月31日(木) 

8月 5日(火) 

8月19日(火) 

8月20日(水) 

8月26日(火) 

8月27日(水)

須玖南�

�

小倉�

弥生�

若葉台東�

大谷�

大和町�

小倉東�

光町�

宝町�

千歳町�

若葉台西�

ちくし台�

下白水南�

上白水�

天神山�

下白水北�

8月28日(木) 

9月 1日(月) 

9月 2日(火) 

9月24日(水) 

9月25日(木) 

9月30日(火) 

10月 1日(水) 

10月 2日(木) 

10月 6日(月) 

10月14日(火) 

10月15日(水) 

10月16日(木) 

10月20日(月) 

10月21日(火) 

10月28日(火) 

10月29日(水)

白水ヶ丘�

泉�

白水池�

塚原台�

紅葉ヶ丘�

惣利�

松ヶ丘�

春日公園�

春日原南�

春日�

平田台�

春日原�

須玖北�

日の出町�

桜ヶ丘�

岡本�

昇町�
（市社会福祉センター）�

期日・会場（地区公民館）

時　間 午後7時～9時
※　10月6日(月)の春日原南地区のみ、午後7時30分～9時30分となります。

※　昇町地区は、公民館が増改築中のため
市社会福祉センターで行います。
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夫
や
恋
人
な
ど
の
親
し
い
間
柄
で

の
暴
力
を
、「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
D
V
）」
と
い
い

ま
す
。

平
成
13
年
に
D
V
防
止
法
が
施
行

さ
れ
、
D
V
が
犯
罪
行
為
で
あ
る
こ

と
が
よ
う
や
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

筑
紫
地
区
で
は
、
女
性
の
た
め
の

相
談
や
情
報
提
供
を
行
う
「
ち
く
し

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

D
V
を
始
め
、
夫
婦
関
係
や
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
外
国
人

女
性
に
よ
る
相
談
な
ど
、
こ
れ
ま
で

に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
、
春
日

市
だ
け
で
も
平
成
13
年
度
が
56
件
、

平
成
14
年
度
が
96
件
と
、
年
々
増
加

し
て
き
て
い
ま
す
。

D
V
は
家
庭
内
の
個
人
的
な
問
題

と
し
て
済
ま
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

被
害
が
表
に
出
な
い
の
が
現
状
で

す
。あ

な
た
自
身
や
あ
な
た
の
身
近
な

人
で
、
D
V
の
被
害
を
受
け
て
い
る

人
が
い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま

ず
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※

外
国
語
で
の
相
談
も
受
け
ま
す
。

相
談
日

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年

末
年
始
は
除
く
）

相
談
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

（
人
権
女
性
政
策
課
）

知っていますか

「ちくし女性ホットライン」 ５１３-７３３５

6月26日(木)～7月9日(水)

市民図書館の休館
市・県民税と国民健康

保険税の納税通知書を、
6月上旬に送付しました。
納税通知書が6月中に

届かない場合はご連絡く
ださい。
送付対象者
市・県民税

市内に居住（1月1日現
在）していて、平成14
年中に所得があった人
国民健康保険税

国民健康保険に加入し
ている人の世帯主

納付が困難な場合・・・
収入が減って、納付が

困難な場合、税金を分割
して支払うこと（分割納
付）ができます。希望す
る人は、早めにご相談く
ださい。
※　分割納付の場合で
も、延滞金はかかりま
す。

相談・問い合わせ先
市・県民税

税務課収税担当
国民健康保険税

国保年金課徴収担当
(584)1111
(584)1141FAX

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

市民図書館と移動図書館車たんぽぽ号は、蔵書の点検と
整理のため、6月26日(木)～7月9日(水)の間、お休みしま
す。
借りている本などの返却は、図書館出入り口などの返却

ポストをご利用ください。
なお、CDやビデオテー

プは、たんぽぽ号車庫横の
専用返却口にお返しくださ
い。
問い合わせ先
春日市民図書館
(584)4646
(584)3900FAX

市からのお知らせ�

納
期
限
を
守
っ
て
納
め
ま
し
ょ
う

市
・
県
民
税
と
国
民
健
康
保
険
税 7月5日(土)

屋外50mプールは利用できません
7月5日は、市水泳大会のため、市民スポーツセンター

の屋外50mプールの一般利用ができません。
日時 7月5日(土)

午前9時～午後3時
(予定)

※　大会終了後は、一般利
用できます。

問い合わせ先
スポーツ課
(571)3234
(585)1634FAX



「がんばれー」（春日野中）

力強く「エッサッサッ」（春日野中）

息を合わせてジャ～ンプ

（春日西中）

組体操、終ったあとの充実感

（春日西中）

借り出された
先生も楽しそう
（春日南中）

南中伝統競技？騎馬戦

（春日南中）

中
学
校
運
動
会

6

5月18日、市内全中学校で体育会が

行われ、熱戦が繰り広げられました。



力いっぱい声をはりあげ

「応援コンクール」（春日中）

「ヨイショ！ヨイショ！」

（春日中）

見
事
！
な
タ
ン
ブ
リ
ン
グ

（
春
日
東
中
）

「VICTORY」が完成（春日東中）

障害物もなんのその！！（春日北中）

「よさこい」で最高の

笑顔（春日北中）

7

中
学
校
運
動
会



情
報
ひ
ろ
ば
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将
来
の
日
本
を
担
う
青
少
年
が
、
薬

物
の
誘
惑
に
負
け
ず
、
心
身
と
も
に
健

全
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
制
作

さ
れ
た
映
画
『
D
R
U
G
』
を
親
子
で

鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。

筑
紫
野
警
察
署
生
活
安
全
課
長
に
よ

る
、
薬
物
非
行
の
現
状
に
つ
い
て
の
話

も
あ
り
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

6
月
22
日
(日)

①
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

②
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
（
大
谷
6
―

24
）

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
青
少
年
育
成

市
民
会
議

(

584)

3
3
6
6

(

501)

1
6
6
9

FAX

お
も
し
ろ
い
劇
と
劇
あ
そ
び
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所

▽
6
月
21
日
(土)

午
後
6
時
30
分
〜
8

時
30
分
・
春
日
南
小
学
校
多
目
的
ホ

ー
ル(
春
日
8
―

1
0
0)

▽
7
月
5
日
(土)

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
0
時
30
分
・
上
白
水
公
民
館(

上

白
水
4
2
6
―

1)

▽
7
月
6
日
(日)

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
0
時
30
分
・
春
日
野
小
学
校
多
目

的
ホ
ー
ル(

春
日
公
園
4
―

1
―

1)

▽
7
月
13
日
(土)

午
後
3
時
〜
5
時
・

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ

ー(

大
谷
6
―

24)

参
加
費

一
人
8
0
0
円
（
親
子
券

1

5
0
0
円
も
あ
り
ま
す
）

※
　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

春
日
子
ど
も
劇
場

(

572)

0
5
4
4

(

572)

9
3
4
1

地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
に
取
り
組
ん

で
い
る
地
域
や
団
体
に
よ
る
、
情
報
交

換
会
で
す
。

FAX

当
日
は
2
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、

1
部
は
参
加
者
全
員
に
よ
る
情
報
交
換

会
、
2
部
は
、
実
際
に
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
や

団
体
の
活
動
を
現
地
に
移
動
し
て
見
学

し
ま
す
。

参
加
無
料
で
、
申
し
込
み
も
不
要
で

す
。

日
程

7
月
5
日
(土)

内
容
・
時
間
・
場
所

▽
1
部
　
午
前
9
時
15
分
〜(

午
前
9

時
受
付
）

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

（
大
谷
6
―

24
）

▽
2
部
　
午
前
10
時
30
分
集
合

①
大
谷
地
区
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場

（
大
谷
4
―

1
大
谷
小
学
校
多
目

的
ホ
ー
ル
）

②
日
の
出
小
学
校
わ
い
わ
い
サ
タ
デ

ー
（
日
の
出
町
3
―

1
―

10
日
の

出
小
学
校
体
育
館
）

※
　
い
ず
れ
か
希
望
の
活
動
を
各
自
で

見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

(

575)

4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

市
内
居
住
者
を
対
象
と
し
た
見
学
会

で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
が
、
入
館
料

は
自
己
負
担
で
す
。

日
時

7
月
6
日
(日)

午
前
9
時
〜
午
後
5
時(

予
定)

見
学
地

芦
屋
釜

あ
し
や
が
ま

の
里
（
遠
賀
郡
芦
屋

町
山
鹿
や
ま
が)

な
ど

募
集
人
員

35
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

6
月
16
日
(月)
〜
30
日
(月)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

(

501)

1
1
4
4

(

573)

1
0
7
7

人
工
肛
門
こ
う
も
ん

や
人
工
膀
胱
ぼ
う
こ
う

を
つ
け
て
い

る
人
を
対
象
と
し
た
健
康
教
室
で
す
。

FAX FAX

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

6
月
21
日
(土)

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
階
5
0

7
号
室
（
原
町
3
―

1
―

7
）

講
師

石
井
美
紀
子

い

し

い

み

き

こ

さ
ん
（
福
岡
赤
十

字
病
院
ス
ト
ー
マ
療
法
士
）

問
い
合
わ
せ
先

同
支
部
筑
紫
分
会

尾
針
忠
之

お
ば
り
た
だ
ゆ
き

(

592)

8
7
5
7

(

592)

8
7
5
7

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳

以
上
の
人
が
対
象
で
す
。
健
康
づ
く
り

を
始
め
た
い
人
や
筋
力
を
つ
け
た
い

人
、
ま
た
腰
痛
、
膝
痛
、
肩
こ
り
を
予

防
し
た
い
人
に
お
す
す
め
で
す
。

日
時

7
月
11
日
〜
8
月
8
日
の
毎
週

金
曜
日
（
全
5
回
）

午
後
7
時
〜
9
時

場
所

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
2
階
体

育
室
（
大
谷
6
―

28
）

定
員

28
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

受
講
料

1

0
0
0
円

※
　
こ
の
ほ
か
に
チ
ュ
ー
ブ
・
ダ
ン
ベ

ル
代
と
し
て
、
2

0
0
0
円
程
度

必
要
で
す
。

申
込
方
法

7
月
4
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

(

571)

3
2
3
4

(

585)

1
6
3
4

FAX FAX

５
８
４
・
１
１
１
１�

w
w
w
.city.kasu

ga.fu
ku
o
ka.jp

情
報
ひ
ろ
ば�

春
日
市
役
所�

ト�

イ
ベ
ン
ト

春
日
市
青
少
年
育
成
映
画
会

『
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｇ
』
鑑
賞
会

劇
団
道
化

ど

う

け「
な
に
が
で
き
る
か
な
」

観
劇
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
子
ど
も
を
地
域
で
育
て
よ
う
」

現
地
見
学
会

参
加
者
募
集

歴
史
散
歩
見
学
会

健
康
の
た
め
の

チ
ュ
ー
ブ
・
ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
県
支
部

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の
健
康
教
室

ド

ラ

ッ

グ

�

健
　
康
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きいて�きいて�

イラストコーナー

尾
嵜
彩
希
さ
ん

日
永
　
彩
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

S
A
Y
A
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

P
E
A
c
h
姫

さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

紅
　
風
華
さ
ん

は
り
・
き
ゅ
う
費
の
助
成

に
つ
い
て

春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
が
、
は
り
・

き
ゅ
う
を
受
け
る
場
合
、
協
定

料
金
の
負
担
額
が
半
額
に
な
る

受
療
証
を
交
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
助
成
は
市
が
指
定

す
る
施
術
所
で
1
日
1
回
、
1

ヵ
月
に
10
回
が
限
度
と
な
り
ま

す
。詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
春
日
市
国
民
健
康
保
険
証

▽
印
鑑

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保

年
金
課
国
保
担
当

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
1

国
保
い
ろ
い
ろ

健
康
の
た
め
に
運
動
を
始
め
た
い
け

れ
ど
、
ど
ん
な
運
動
を
し
た
ら
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
の
た
め
の
教

室
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

※
　
現
在
、
い
き
い
き
コ
ー
ス
を
利
用

し
て
い
る
人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

日
程
・
内
容

▽
7
月
1
日
(火)

運
動
講
義
・
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操

▽
7
月
8
日
(火)

ス
テ
ッ
プ
台
エ
ク
サ

サ
イ
ズ

▽
7
月
15
日
(火)

チ
ュ
ー
ブ
体
操
・
ボ

ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

▽
7
月
22
日
(火)
〜
29
日
(火)
の
い
ず
れ
か

1
日
　
い
き
い
き
ル
ー
ム
で
の
自
転

車
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
な
ど
の
運
動
体

験
時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

農
業
高
校
の
教
師
が
「
食
」
や
「
農
」

に
つ
い
て
指
導
し
ま
す
。

日
程

7
月
19
日
(土)
〜
12
月
13
日
(土)
の

FAX

土
曜
日
（
全
10
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
ま
た
は

午
後
1
時
〜
4
時

コ
ー
ス
・
内
容

○
「
ハ
ー
ト
フ
ル
・
ア
グ
リ
」
コ
ー
ス

▽
花
、
野
菜
の
栽
培
▽
み
か
ん
の
収

穫
▽
そ
ば
打
ち
や
漬
け
物
作
り
な
ど

○
「
ハ
ー
ト
フ
ル
・
フ
ー
ズ
」
コ
ー
ス

▽
ヘ
ル
シ
ー
ら
く
ら
く
ク
ッ
キ
ン
グ

▽
味
噌
・
豆
腐
づ
く
り
▽
パ
ン
・
ピ

ザ
・
ジ
ャ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
な

ど
※
　
収
穫
物
な
ど
は
持
ち
帰
れ
ま
す
。

定
員

各
20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

受
講
料

各
9

0
0
0
円

申
込
方
法

7
月
1
日
(火)
〜
10
日
(木)

(

必
着)

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
コ
ー
ス
名
、
性
別
、
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
書

い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
福
岡
農

業
高
等
学
校
開
放
講
座
実
行
委

員
会
（
〒
818
―

0
1
3
4
太
宰

府
市
大
佐
野
2
5
0
）

(

924)

5
0
3
1

(

928)

0
7
4
0

FAX

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
の
専
門
講

師
に
よ
る
、
賢
い
消
費
者
と
な
る
た
め

の
講
座
で
す
。

日
時

7
月
8
日
(火)

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

春
日
市
役
所
4
0
5
･
4
0
6

会
議
室

定
員

48
人
（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課
商
工

農
政
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

日
時

6
月
22
日
(日)

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
0
1
会

議
室
（
原
町
3
―

1
―

7
）

講
師

中
島
恵
子
さ
ん
（
九
州
ル
ー
テ

ル
学
院
大
学
人
文
学
部
教
授
）

問
い
合
わ
せ
先

脳
外
傷
友
の
会
「
ぷ

ら
む
」

安
邉

(

591)

8
2
7
6
（

兼
用
）

FAX FAX

楽
し
く
身
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か

健
康
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

学
校
開
放
講
座

県
立
福
岡
農
業
高
等
学
校

「
病
気
・
ケ
ガ
・
介
護
と
生
命
保
険
」

消
費
生
活
講
座

脳
外
傷
友
の
会
「
ぷ
ら
む
」

「
高
次
脳
機
能
障
害
」
の
理
解

�

講
演
・
講
座
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デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
画
像
や
オ
リ
ジ

ナ
ル
バ
ナ
ー
を
作
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
程

7
月
22
日
(火)
・
23
日
(水)
・
25
日

(金)
・
28
日
(月)
・
30
日
(水)
（
5
日

間
）

時
間

午
後
1
時
〜
5
時

会
場

大
野
城
市
商
工
会
館
（
大
野
城

市
瓦
田
2
―

6
―

12
）

受
講
料
　
1
万
円(

テ
キ
ス
ト
代
込
み)

※
　
受
講
料
支
払
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

は
、
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

6
月
20
日
(金)
〜
7
月
8
日

(火)
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝

え
る

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
地
区
商
工
会
職

業
訓
練
会

(

581)

3
5
5
7

(

581)

3
5
5
8

○
パ
ソ
コ
ン
講
座

内
容
・
日
程

▽
ワ
ー
ド
の
入
門
か
ら
初
級
へ

(

文
字
入
力
か
ら
文
書
作
り
、

表
・
グ
ラ
フ
作
成
、
机
上
出
版

の
初
歩)

8
月
4
日
(月)
〜
9
日
(土)(

全
6
回)

▽
エ
ク
セ
ル
の
入
門
か
ら
初
級
へ

(

表
・
グ
ラ
フ
作
成
、
関
数
入
力
、

FAX

デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
機
能)

8
月
4
日
(月)
〜
9
日
(土)(

全
6
回)

▽
エ
ク
セ
ル
の
応
用

(
関
数
や
グ
ラ
フ
の
よ
り
高
度
な

使
い
方)

8
月
25
日
(月)
〜
27
日
(水)(

全
3
回)

受
講
料

9

9
0
0
円(

教
材
費
込

み)

定
員

各
30
人(

申
込
先
着
順)

○
T
O
E
I
C
集
中
講
座

(

受
験
歴
3
回
・
ス
コ
ア
6
0
0
点

以
下
の
人
の
た
め
の
受
験
対
策)

日
程

8
月
21
日
(木)
〜
27
日
(水)(

全

6
回)

受
講
料

1
万
3

5
0
0
円

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

○
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ン
カ
チ
作
り

(

小
学
4
〜
6
年
生
向
け
・
ろ
う
け

つ
染
の
初
歩)

日
程

8
月
7
日
(水)

受
講
料

5
0
0
円

定
員

20
人(

申
込
先
着
順)

○
エ
ン
ジ
ョ
イ
英
会
話

(

「
話
す
」「
聞
く
」
に
重
点
を
お
い

た
中
学
生
向
け
実
用
英
語
の
基
礎)

日
程

8
月
22
日
(金)
〜
27
日
(水)(

全

5
回)

受
講
料

3

5
0
0
円

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

※
　
時
間
や
申
し
込
み
方
法
、
持
っ
て

く
る
も
の
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

同
大
学
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

(

575)

2
9
9
3(

兼
用)

創
業
の
心
構
え
、
事
業
計
画
の
立
て

方
、
顧
客
開
拓
の
手
法
な
ど
、
起
業
を

目
指
す
女
性
の
た
め
の
講
座
で
す
。

日
程

▽
7
月
19
日
(土)
・
20
日
(日)
・
26

日
(土)
・
27
日
(日)
▽
8
月
2
日
(土)

（
5
日
間
）

会
場

福
岡
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ

ー
（
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町

9
―

15
）

定
員

40
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
選

考
）

受
講
料

3

0
0
0
円

申
込
期
限

7
月
3
日
(木)

※
　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
商
工
会
連
合

会

(

622)

7
7
0
8

(

622)

7
7
9
8

h
ig
a
si@
jo
h
o
-fu
ku
o
ka
.o
r.jp

日
時

7
月
17
日
(木)

FAX
FAX

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
（
大
野
城

市
曙
町
2
―

3
―

1
）

受
講
料

無
料

定
員

60
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

申
込
方
法

7
月
2
日(

必
着)

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
開
催
日
、

会
場
名
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

(財)
福
岡
県
緑

化
セ
ン
タ
ー
（
〒
839
―

1
2
1

3
浮
羽
郡
田
主
丸
町
益
生
田
1

1
2
5
）

0
9
4
3
7(

2)

1
1
9
3

0
9
4
3
7(

2)

1
5
5
8

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
、
男
性
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
で
す
。

日
程

7
月
〜
平
成
16
年
3
月
ま
で
の

月
1
回
の
日
曜
日
（
全
9
回
）

会
場

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
昇
町
3

―

1
0
1
）

内
容

▽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
▽
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
な
ど

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

2
0
0
円
（
活
動
保
険
費
な

ど
）

※
　
こ
の
ほ
か
に
、
実
費
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

FAX

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

(

501)

1
1
3
6
（

兼
用
）

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
20
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し

た
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
文
化
や
風
習
、

日
本
と
の
違
い
な
ど
国
際
交
流
に
つ
い

て
学
ぶ
講
座
で
す
。

外
国
人
や
青
年
海
外
協
力
隊
の
O

B
、
ま
た
市
内
で
国
際
交
流
を
実
践
し

て
い
る
人
な
ど
の
話
を
聞
き
、
意
見
交

換
し
ま
せ
ん
か
。

日
程

▽
7
月
3
日
(木)

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

▽
7
月
10
日
(木)

中
国
の
文
化
風
習

▽
7
月
17
日
(木)

マ
レ
ー
シ
ア
の
文
化

風
習

▽
7
月
24
日
(木)

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
文
化

風
習

▽
7
月
31
日
(木)

地
域
の
国
際
交
流

※
　
講
師
は
毎
回
変
わ
り
ま
す
。

時
間

午
後
7
時
〜
9
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階

大
会
議
室
（
大
谷
6
―

24
）

定
員

各
50
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

平
日
の
午
前
9
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

窓
口
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

(

575)

4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

FAX FAX

福
岡
女
学
院
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

８
月
の
夏
期
集
中
講
座

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
実
践
講
座

「
樹
木
の
病
害
虫
と
防
除
」

緑
化
講
習
会

お
父
さ
ん
の
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

参
加
者
募
集

女
性
の
た
め
の
「
創
業
塾
」

ト

ー

イ

ッ

ク

国
際
交
流
を
学
び
ま
せ
ん
か

国
際
科
講
座

よ
し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

た
ぬ
し
ま
る
ま
ち
ま
す
お
だ

あ
け
ぼ
の
ま
ち
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あなたのイラスト募集中
ハガキに縦書き、白黒で濃いめ

にはっきりと描いて、表に住所、氏
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※ 掲載された人には図書券
（500円分）を進呈します。

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

笑
顔
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

マ
ッ
キ
ー
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

ピ
イ
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

山
び
こ
さ
ん

最
近
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
キ
ャ
ッ

プ
を
つ
け
た
ま
ま
ゴ
ミ
と
し
て
出
し

て
い
る
家
庭
が
増
え
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
の
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
ボ
ト
ル
部
分
の
み
で
す
。

必
ず
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方

①
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
す

・
キ
ャ
ッ
プ
は
「
燃
え
る
ご
み
」

へ

※
　
ラ
ベ
ル
は
は
が
さ
な
い(

分
別

の
際
に
必
要
で
す)

②
水
で
軽
く
す
す
ぐ

③
乾
か
す

④
つ
ぶ
す

た
だ
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
し
て

出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
飲
料

用
・
し
ょ
う
ゆ
用
・
酒
類
用
の
も
の

で
、
左
記
の
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る

も
の
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
7

FAX

見
直
そ
う
　
ゴ
ミ
の
出
し
方

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

キ
ャ
ッ
プ
を
取
っ
て
！

情
報
ひ
ろ
ば

111

崎
病
の
子
ど
も
を
も
つ
親
の
会
に

よ
る
講
演
会
と
相
談
会
で
す
。
入
場
無

料
で
、
託
児
（
無
料
）
も
行
い
ま
す
。

日
時

6
月
22
日
(日)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

会
場

福
岡
市
女
性
セ
ン
タ
ー
「
ア
ミ

カ
ス
」（
福
岡
市
南
区
高
宮
3

―

3
―

1
）

講
師

福
重
淳
一
郎

ふ
く
し
げ
じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う

さ
ん
（
福
岡
市
立

こ
ど
も
病
院
院
長
）

問
い
合
わ
せ
先

川
崎
病
の
子
供
を
も

つ
親
の
会
　
梅
野

(

581)

1
8
6
9

(

591)

6
0
2
2

春
日
市
防
犯
組
合
連
合
会
は
、
中
学

生
以
上
の
女
性
を
対
象
に
、
痴
漢
や
ス

ト
ー
カ
ー
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
た
め

の
講
座
を
行
い
ま
す
。

夏
が
近
づ
く
と
、
特
に
心
配
な
こ
れ

ら
の
被
害
。
護
身
の
た
め
の
実
技
を

学
び
な
が
ら
、
身
と
心
の
安
全
に
つ
い

FAX

て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

参
加
は
無
料
で
、
防
犯
グ
ッ
ズ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

日
時

7
月
17
日
(木)

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

場
所

春
日
市
役
所
大
会
議
室

定
員

50
人
（
申
込
先
着
順
）

講
師

筑
紫
野
警
察
署
員

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ

ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り

課
地
域
づ
く
り
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

in
fo
@
city.kasu

g
a.fu
ku
o
ka.jp

小
・
中
学
生
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
を
対
象
に
、子
育
て
や
親
子
の
関
係
、

不
登
校
、
夫
婦
の
問
題
な
ど
を
一
緒
に

考
え
る
夜
間
講
座
を
行
い
ま
す
。

昼
間
忙
し
い
人
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
、
託
児
（
一

人
3
0
0
円
）
も
行
い
ま
す
。

日
時

7
月
2
日
(水)

午
後
7
時
〜
9
時

場
所

春
日
南
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル

（
春
日
8
―

1
0
0
）

講
師

長
阿
彌
幹
生

ち

ょ

う

あ

み

み

き

お

さ
ん
（
教
育
文
化

研
究
所
代
表
）

申
込
方
法

6
月
22
日
(日)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
託
児
を
希
望

す
る
人
は
子
ど
も
の
氏
名
と
生

年
月
日
を
伝
え
る

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

(

575)

4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

FAX FAX

「
川
崎
病
の
現
状
」

川
崎
病
医
療
講
演
会
・
相
談
会

女
性
の
た
め
の

痴
漢
・
ス
ト
ー
カ
ー
対
策
講
座

家
庭
教
育
学
級

夜
間
公
開
講
座



情
報
ひ
ろ
ば

1 2

考
古
・
文
献
資
料
に
残
る
古
代
の
製

作
技
術
と
技
術
者
集
団
の
組
織
や
生
活

な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。

日
程
・
講
師
・
テ
ー
マ

▽
7
月
5
日
(土)
・
岡
藤
良
敬
さ
ん(

福

岡
大
学
人
文
学
部
教
授)

「
奈
良
時
代
の
貴
族
の
住
宅
を
め
ぐ

っ
て
」

▽
8
月
2
日
(土)
・
山
野
善
郎
さ
ん(

九

州
大
学
工
学
部
助
教
授
）

「
古
代
〜
中
世
の
建
築
と
職
人
集
団
」

▽
9
月
6
日
(土)
・
藤
田
　
等
さ
ん(

静

岡
大
学
名
誉
教
授)

「
古
代
の
ガ
ラ
ス
生
産
」

▽
10
月
11
日
(土)
・
比
佐
陽
一
郎
さ
ん

(

福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
文

化
財
主
事)

「
金
銅
製
イ
ヤ
リ
ン
グ
の
製
作
」

▽
10
月
25
日
(土)
・
柳
田
康
雄
さ
ん(

元

九
州
歴
史
資
料
館
副
館
長)

「
古
鏡
の
は
な
し
」

時
間

午
後
2
時
〜
4
時

会
場

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

(

岡
本
3
―

57)

定
員

1
0
0
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

6
月
30
日
(月)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接

窓
口
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

(

501)

1
1
4
4

(

573)

1
0
7
7

FAX

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
を
予
防
す
る

た
め
の
講
演
会
で
す
。
参
加
は
無
料
で

す
。

日
時

6
月
28
日
(土)

午
後
2
時
〜
4

時
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）

会
場

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
会
議
室
3

（
大
野
城
市
曙
町
2
―

3
―

1
）

講
師

中
光
雅
紀
さ
ん
（
心
理
教
育
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
）

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

住
所
と
氏
名
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

N
P
O
法
人

福
岡
青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
南

福
岡
事
務
局

0
1
2
0(

8
7
0
9
9
6)

(

595)

3
9
1
9

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
す

る
20
歳
以
上
の
人
が
対
象
の
講
座
で
す
。

受
講
者
に
は
、
県
や
市
の
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
の
16
ミ
リ
映
写
機
と
フ
ィ

ル
ム
を
使
っ
て
、
地
域
や
学
校
な
ど
で

上
映
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
資
格
が

与
え
ら
れ
ま
す
。
受
講
は
無
料
で
す
。

日
時

7
月
20
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目

的
室
A(

大
谷
6
―

24)

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

FAX

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

(

575)

4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

市
内
に
居
住
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
興
味
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
講
義
や
実
習
、
伝

承
工
芸
や
昔
遊
び
な
ど
の
実
技
を
行
い

ま
す
。
参
加
は
無
料
（
材
料
費
は
自
己

負
担
）
で
す
。

日
程

▽
7
月
9
日
(水)
・
16
日
(水)
・

23
日
(水)
▽
8
月
6
日
(水)
・
20
日

(水)
・
27
日
(水)
▽
10
月
22
日
(水)

※
　
9
月
ご
ろ
に
実
習
（
3
日
間
）
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
（
大

谷
6
―

24
）

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

(

575)

4
1
2
1

(
593)

7
3
8
0

筑
紫
地
区
に
住
む
、
就
学
前
の
幼
児

FAX FAX

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
発
達
巡

回
教
育
相
談
で
す
。

日
時

7
月
15
日
(火)

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

会
場

大
野
城
市
役
所
会
議
室(

大
野

城
市
曙
町

あ
け
ぼ
の
ま
ち

2
―

2
―

1)

相
談
内
容

▽
子
ど
も
の
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る

こ
と

▽
子
ど
も
の
精
神
発
達
、
発
育
障
害
に

関
す
る
こ
と

▽
幼
稚
園
な
ど
で
困
っ
て
い
る
こ
と

▽
入
学
に
関
す
る
こ
と
な
ど

申
込
方
法

6
月
30
日
(月)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、
電

話
番
号
、
相
談
内
容
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
学
校
教
育

課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

い
じ
め
や
差
別
、
暴
力
、
体
罰
、
名

誉
棄
損
、
近
隣
の
ト
ラ
ブ
ル
、
家
庭
内

の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
問
題
に
関
す

る
相
談
を
受
け
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

▽
7
月
1
日
(火)

春
日
市
役
所

▽
7
月
3
日
(木)

大
野
城
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
―
（
大
野
城
市
曙
町

あ
け
ぼ
の
ま
ち

2
―

2
―

1
）

▽
7
月
15
日
(火)

太
宰
府
市
役
所
（
太

宰
府
市
観
世
音
寺

か

ん

ぜ

お

ん

じ

1
―

1
―

1
）

FAX

▽
7
月
23
日
(水)

山
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

―
セ
ン
タ
―
（
筑
紫
野
市
古
賀
1
9

6
―

1
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局
筑
紫
支

局

(

922)

2
8
8
1

(

922)

3
3
4
2

増
改
築
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め

の
無
料
住
宅
相
談
会
で
す
。

日
時

6
月
29
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

会
場

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

（
昇
町
3
―

1
0
1
）

内
容

▽
増
改
築
に
つ
い
て
の
相
談

▽
住
宅
診
断
や
家
の
手
入
れ
に
つ
い
て

の
相
談
な
ど

※
　
当
日
は
、
無
料
の
包
丁
研
ぎ
や
ま

な
板
削
り
な
ど
も
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
建
設
労
働
組
合
筑

紫
支
部

(

922)

7
1
1
8

(

922)

3
7
9
1

FAX FAX

平
成
15
年
度
歴
史
講
座

「
い
に
し
え
の
匠

た
く
み

と
技
」

16
ミ
リ
映
写
機

操
作
技
術
認
定
講
習
会

福
岡
県
教
育
委
員
会

心
と
体
の
発
達
巡
回
教
育
相
談

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

筑
紫
地
区
特
設
無
料
人
権
相
談
所

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

「
ひ
き
こ
も
る
性
格
・
見
え
る
兆
候
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

遊
名
人

ゆ
う
め
い
じ
ん

マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

県
建
設
労
働
組
合
筑
紫
支
部

第
26
回
住
宅
デ
ー

�

相
　
談

お
か
ふ
じ
よ
し
た
か

あ
け
ぼ
の
ま
ち

な
か
み
つ
ま
さ
の
り

や
ま
の
よ
し
ろ
う

ふ
じ
た
　
　
ひ
と
し

ひ
　
さ

よ
う
い
ち
ろ
う

や
な
ぎ
だ
や
す
お

や
ま
ぐ
ち

こ
　
が

き
そ
ん



今
回
は
、
簡
単
に
で
き
る
手
作

り
ソ
ー
セ
ー
ジ
で
す
。

手
作
り
だ
と
塩
分
を
減
ら
し
た

り
、
赤
身
の
肉
を
使
っ
て
低
カ
ロ

リ
ー
に
し
た
り
と
工
夫
で
き
ま
す
。

ク
レ
ー
ジ
ー
ソ
ル
ト
（
岩
塩
な

ど
に
コ
シ
ョ
ウ
、
ハ
ー
ブ
な
ど
を

加
え
た
調
味
料
）
で
、
手
軽
に
本

格
的
な
味
が
作
れ
ま
す
。

材
料
（
10
本
分
）

豚
ミ
ン
チ
　
2
0
0
g

ベ
ー
コ
ン
　
50
g

青
じ
そ
　
2
〜
3
枚

ク
レ
ー
ジ
ー
ソ
ル
ト
　
少
々(

な
け

れ
ば
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
と
好
み
の
香

辛
料
で
も
よ
い)

付
け
合
わ
せ
の
野
菜

作
り
方

①
　
材
料
を
フ
ー
ド
カ
ッ
タ
ー
に

入
れ
て
粘
り
が
出
る
ま
で
混
ぜ

る
。

※
　
フ
ー
ド
カ
ッ
タ
ー
が
な
い
場

合
は
、
材
料
を
み
じ
ん
切
り
し

て
粘
ば
り
が
出
る
ま
で
手
で
混

ぜ
合
わ
せ
る
。

②
　
①
を
10
等
分
し
て
棒
状
に
し
、

オ
ー
ブ
ン
シ
ー
ト
に
く
る
ん
で

両
端
を
ね
じ
る
。

③
　
②
を
中
火
で
5
〜
7
分
間
フ

ラ
イ
パ
ン
で
転
が
す
よ
う
に
し

て
焼
き
、
中
ま
で
火
を
通
す
。

④
　
熱
い
う
ち
に
ク
ッ
キ
ン
グ
ペ

ー
パ
ー
を
は
ず
し
、
好
み
の
野

菜
な
ど
と
一
緒
に
盛
り
付
け
る
。

※
　
好
み
で
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
や
マ

ス
タ
ー
ド
な
ど
を
添
え
る

熱
量
（
1
本
当
り
）

42
kcal

（
春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会
）

今
月
の
健
康
料
理

手
作
り
ソ
ー
セ
ー
ジ

情
報
ひ
ろ
ば
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福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
筑
紫
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る
、
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談
で
す
。

日
時

▽
6
月
19
日
(木)
▽
7
月
3
日
(木)

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
1
階
相

談
室
（
筑
紫
野
市
二
日
市
中
央

ふ
つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

5
―

14
―

7
）

定
員

各
6
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局

(

922)

2
8
8
1

(

922)

3
3
4
2

※
　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
は
、
人
権

擁
護
委
員
（
毎
週
水
・
金
曜
日
）
と

法
務
局
職
員
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
毎
日
）
に
よ
る
人
権
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
と
し
た
教
室
で
す
。
歯
科
衛
生

士
が
指
導
し
ま
す
。

日
時

6
月
25
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

FAX

持
っ
て
く
る
も
の

▽
子
ど
も
用
歯
ブ

ラ
シ(

持
っ
て
い
る
人
の
み)

▽

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

受
験
資
格

▽
内
務
　
昭
和
53
年
4
月
2
日
〜
同
61

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

▽
外
務
　
昭
和
48
年
4
月
2
日
〜
同
61

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

第
1
次
試
験
日

9
月
14
日
(日)

受
付
期
間

6
月
16
日
(月)
〜
30
日
(月)

※
　
募
集
要
項
は
各
郵
便
局
に
置
い
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
本
一
の
「
筆
」
の
産
地
、
広
島
県

安
芸
郡
熊
野
町
の
筆
の
里
工
房
で
は
、

絵
手
紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

「
あ
り
が
と
う
」

募
集
規
程

▽
筆
を
使
っ
て
描
い
た
、
絵
と
文
字
が

入
っ
た
も
の

▽
自
作
で
未
発
表
の
も
の

▽
70
cm
×
35
cm
以
内
の
紙
に
描
い
た
も

の
（
縦
横
自
由
）

FAX

応
募
方
法

7
月
7
日
(月)
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学
年
）、

電
話
番
号
を
書
い
た
紙
を
作
品

の
裏
に
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
で
は

っ
て
、
郵
送
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

筆
の
里
工
房

（
〒
731
―

4
2
9
3
広
島
県
安

芸
郡
熊
野
町
3
1
1
5
―

1
筆

の
里
工
房
内「
絵
て
が
み
大
賞
」

係
）

0
8
2(

855)

3
0
1
0

0
8
2(

855)

3
0
1
1

h
ttp
://w
w
w
.fu
d
e
.o
r.jp

初
心
者
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

日
時

▽
昼
の
部
　
毎
月
第
3
水
曜
日
　
午
後

1
時
〜
3
時

▽
夜
の
部
　
毎
月
第
2
火
曜
日
　
午
後

6
時
〜
8
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー(

大

谷
6
―

24)

講
師

深
江
昭
三

ふ
か
え
し
ょ
う
ぞ
う

さ
ん
（
元
ミ
ノ
ル
タ

写
真
ク
ラ
ブ
幹
事)

会
費

月
額
1

0
0
0
円

問
い
合
わ
せ
先

西
　
文
雄

(

591)

3
3
7
7(

午
後
5
時
以
降)

FAX

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

乳
児
期
か
ら
の
正
し
い
歯
み
が
き

歯
み
が
き
教
室

テ
ー
マ
は
「
あ
り
が
と
う
」

ち
ょ
っ
と
大
き
な
絵
て
が
み
大
賞

日
本
郵
政
公
社

郵
政
一
般
職
採
用
試
験

�

子
育
て

�

募
　
集

受
講
生
募
集

写
真
教
室
同
好
会

に
し
　
　
　
ふ
み
お

あ

き

ぐ

ん

く

ま

の
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こ
ん
に
ち
は
管
理
　  

養
士
で
す�

栄�

梅
雨
時
か
ら
夏
場
に
か
け
て
は
、

高
温
多
湿
の
た
め
、
食
中
毒
が
最
も

発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
毎
年
、

6
月
か
ら
発
生
件
数
が
増
え
始
め
、

や
や
涼
し
く
な
る
10
月
ご
ろ
ま
で
そ

の
ピ
ー
ク
が
続
き
ま
す
。

食
中
毒
は
、
化
学
物
質
や
自
然
の

毒
素
（
フ
グ
や
毒
キ
ノ
コ
な
ど
）
に

よ
っ
て
も
起
こ
り
ま
す
が
、
90
％
以

上
が
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
も
の

で
す
。

こ
れ
ら
の
目
に
見
え
な
い
食
中
毒

菌
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。

食
中
毒
を
予
防
す
る
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
購
入

▽
肉
や
魚
、
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品

は
新
鮮
な
も
の
を
購
入
す
る
。

▽
持
ち
帰
る
際
に
は
、
肉
汁
や
魚
な

ど
の
水
分
が
ほ
か
の
食
品
に
付

か
な
い
よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
に
分
け

て
包
む
。

▽
冷
蔵
や
冷
凍

な
ど
の
温
度

管
理
が
必
要

な
食
品
は
一

番
最
後
に
購
入
し
、
寄
り
道
せ

ず
に
、
す
ぐ
に
持
ち
帰
る
。

②
保
存

▽
冷
凍
や
冷
蔵

な
ど
の
温
度

管
理
が
必
要

な
物
は
、
持

ち
帰
っ
た
ら

す
ぐ
に
保
存

す
る
。
ま
た
、
冷
蔵
庫
や
冷
凍

庫
を
過
信
せ
ず
、
早
め
に
使
い

切
る
。

③
調
理

▽
石
け
ん
で
、
丁
寧
に
手
を
洗
う
。

▽
タ
オ
ル
、ふ
き
ん
は
清
潔
な
物
を
。

▽
生
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
の
包
丁
や

ま
な
板
は
、
洗
剤
で
洗
っ
た
後
、

熱
湯
を
か
け
て
消
毒
す
る
。

▽
冷
凍
し
た
食
品
は
室
温
で
解
凍
す

る
の
で
は
な
く
、
冷
蔵
庫
か
電

子
レ
ン
ジ
を

利
用
す
る
。

ま
た
、
冷

凍
・
解
凍
を

繰
り
返
す
の

は
避
け
る
。

▽
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
十
分

に
加
熱
す
る
。(

目
安
と
し
て
、

食
品
の
中
心
部
を
75
℃
で
1
分

間
以
上)

▽
料
理
は
室
温
に
長
く
放
置
せ
ず
、

こ
ま
め
に
冷
蔵
庫
で
保
管
す
る

こ
と
を
心
が
け
る
。

④
食
事

▽
食
事
の
前
に

も
、
石
け
ん

で
手
を
洗

う
。

▽
温
か
い
料
理

は
65
℃
以
上

に
、
冷
や
し
て
食
べ
る
料
理
は

10
℃
以
下
が
適
温
。

⑤
残
っ
た
料
理

▽
残
っ
た
料
理

を
保
存
す
る

と
き
は
、
早

く
冷
え
る
よ

う
に
浅
い
容

器
に
小
分
け

す
る
。

▽
残
っ
た
料
理
を
温
め
直
す
時
も
、

十
分
に
加
熱
す
る
。

▽
少
し
で
も
見
た
目
や
味
が
お
か
し

い
と
思
っ
た
ら
、
食
べ
な
い
。

き
れ
い
に
見
え
る
食
器
や
手
指
、

ラ
ッ
プ
に
包
ま
れ
た
食
品
な
ど
に

も
、
食
中
毒
菌
が
付
着
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
衛
生

的
な
調
理
、
取
り
扱
い
を
心
が
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

万
一
、
腹
痛
や
下
痢
、
吐
き
気
な

ど
食
中
毒
症
状
が
出
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健
康
課
管
理
栄
養
士
　
田
中

た

な

か

智
子

と

も

こ

食
中
毒
に
注
意
！

あ
な
た
も
マ
ン
ド
リ
ン
と
ギ
タ
ー
の

合
奏
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
日
時
（
週
2
回
）

▽
火
曜
日
　
午
後
1
時
〜
4
時

▽
土
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

練
習
場
所

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

（
太
宰
府
市
五
条

ご
じ
ょ
う

3
―

1
―

1
）

問
い
合
わ
せ
先

長
ち
ょ
う

(

925)

9
8
6
4
（

兼
用
）

http://hom
epage2

.nifty.com
/

dazam
an

児
童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、
現
在
、

保
育
士
と
し
て
働
い
て
い
る
人
は
、
県

知
事
へ
の
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
し

た
。「

保
育
士
登
録
の
手
引
き
」
を
参
考

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
働
い
て
い
な
い
人
は
す
ぐ
に

登
録
す
る
必
要
は
な
く
、
資
格
が
な
く

な
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
今
後
、
働
き
始
め
る
際
に

は
、あ
ら
た
め
て
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
引
き
の
配
布
場
所

▽
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
（
大
野
城

市
白
木
原

し
ら
き
ば
る

3
―

5
―

25
）

FAX

▽
市
こ
ど
も
未
来
課
保
育
所
担
当

※
　
現
在
、
保
育
所
な
ど
の
児
童
福
祉

施
設
に
勤
務
し
て
い
る
人
に
は
、
登

録
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
直
接
送

ら
れ
て
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

登
録
事
務
処
理
セ
ン

タ
ー

0
1
2
0(

0
4
1
9
4
3)

6
月
1
日
号
の
7
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
「
市
有
地
売
却
」
の
記
事
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

○誤

第
1
種
低
層
住
居
専
用
地
域

↓

○正

第
1
種
住
居
地
域

※
　
容
積
率
や
建
ぺ
い
率
な
ど
、
用
途

制
限
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
3

FAX

部
員
募
集

太
宰
府
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

く

ら

ぶ

制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

保
育
士
の
登
録
手
続
き

�

そ
の
他

市
有
地
売
却
の
記
事

お
詫
び
と
訂
正
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雨
が
降
り
ま
せ
ん
よ
う
に
…

仕
事
の
合
間
に
沖
縄
旅
行
に
行
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
み
な

の
で
す
が
、
問
題
は
天
気
。
せ
っ
か
く

行
く
な
ら
、
晴
れ
渡
っ
た
空
の
下
で
旅

行
を
満
喫
し
た
い
も
の
で
す
▼
こ
う
な

っ
た
ら
神
頼
み
。
童
心
に
返
っ
て
「
て

る
て
る
坊
主
」
を
作
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
で
、
な
ぜ
、
こ
れ
を
ぶ
ら
下
げ
る
と

晴
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

▼
「
て
る
て
る
坊
主
」
は
、
江
戸
時
代

に
庶
民
の
間
で
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
当
時
は
「
て
る
て
る
法
師
」

と
呼
ば
れ
、
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
の
ま
ま
ぶ

ら
下
げ
、
翌
日
晴
れ
た
ら
目
鼻
を
描
い

て
、
御
神
酒

お

み

き

と
い
っ
し
ょ
に
川
に
流
し

て
い
た
そ
う
で
す
。
逆
に
、
黒
い
て
る

て
る
坊
主
に
す
る
と
、
雨
乞
い
に
な
る

そ
う
で
す
▼
今
の
や
り
方
と
ず
い
ぶ
ん

異
な
る
点
も
多
い
よ
う
で
す
が
、、
長
い

年
月
を
経
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
方
法

が
省
略
さ
れ
た
り
し
て
も
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
言
い
伝
え
が
本
当
な
の
か

ど
う
か
さ
え
、
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
の

で
す
か
ら
。
大
事
な
の
は
「
気
の
持
ち

よ
う
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼
何
は

と
も
あ
れ
、
沖
縄
に
雨
が
降
ら
な
い
よ

う
に
今
日
も
祈
り
ま
す
。
た
だ
、
３
週

間
前
に
作
っ
た
私
の
「
て
る
て
る
坊
主
」

は
、
も
う
効
き
め
が
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
か
も
…

川

市無料法律相談(月1回)
6月18日(水)・7月16日(水)・8月

20日(水) 受付8時50分 定員15人
(9時の抽選で決定) 市役所2階市民相
談室 (584)1111

商工会無料法律相談
7月2日(水)・8月6日(水) 受付8時

30分～(窓口先着6人) 相談13～15
時 春日市商工会 (581)1407

県無料法律相談
毎週金曜日 13～16時 電話予約

が必要(先着6人) 県民相談室(県庁
内) (651)1234

有料法律相談
月～金曜日10～19時 土・日・祝

日10～13時 1人30分程度で料金は
5,250円 電話予約が必要 天神弁護
士センター (741)3208

県交通事故相談
月～金曜日 9～17時 県交通事

故相談所(県庁内) (622)0403

県巡回交通事故相談
毎月第2火曜日 受付10～15時

市役所2階市民相談室 (584)1111

交通事故被害者電話相談
月～金曜日 9時30分～16時(12時

30分～13時は休み) 交通事故被害者
サポートセンター (741)2270

犯罪被害者の電話相談
毎週火曜日 16～19時 天神弁護

士センター (738)8363▽
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痴ほう相談
6月20日(金)・7月18日(金) 14～

18時 かすがの郷在宅介護支援セン
ター (595)8188

福岡県障害者 110番
月曜日を除く毎日 9～16時 県

クローバープラザ内 (584)0039
5(584)3354

聴覚障害者のための FAX悩み相談
月～金曜日9～18時・土曜日9～13

時 福岡いのちの電話 (721)
4343

春日市消費生活相談
毎週月・木曜日 10～15時 市役

所2階市民相談室 (584)1111

福岡県消費生活相談
月～金曜日 9～17時 消費生活

センター (632)0999

クレジット・サラ金電話相談
毎週月～金曜日 18～20時 福岡

県司法書士会 (722)4131

心配ごと相談
毎週水曜日 10～15時 春日市社

会福祉センター4階 (581)7225

不安・悩み電話相談
24時間いつでも可 福岡いのちの

電話 (741)4343

不動産相談
毎月第1・3木曜日 13～16時

県民相談室(県庁内) 電話予約が必
要 (651)1234

住宅相談
月～金曜日 10～17時 住宅情報

プラザ福岡(県建築住宅センター内)
(725)0876
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▽
�家庭児童相談

毎週月～金曜日 8時30分～17
時 市役所こども未来課家庭児童相談
室 (584)1111

小・中学生のための悩み電話相談
毎週月・水・金曜日 8時30分～17

時 ヤングテレホン (584)1140

子ども・家庭電話相談
年末年始を除く毎日 9時～17時

30分 県看護等研究研修センター
(733)8400

子どもの人権 110番(電話相談)
毎週土曜日 12時30分～3時30

分 天神弁護士センター (752)
1331

特設人権相談 (月1回)
7月1日(火)・8月5日(火) 10～15

時 市役所2階市民相談室 (584)
1111

人権相談
月～金曜日 8時30分～17時 福

岡法務局筑紫支局 (922)2881

夫や恋人からの暴力、セクハラの相談
月～金曜日 10～17時 ちくし女

性ホットライン (513)7335

女性のための総合相談
月曜日を除く毎日 受付9時30分～

15時30分 あすばる相談室(県クロー
バープラザ内) (584)1266

性犯罪などの電話相談
月～金曜日 8時30分～17時15

分 福岡県警ミズ・リリーフ・ライン
(632)7830

シルバー110番
月曜日を除く毎日 9～16時 県

クローバープラザ内 (584)3344▽
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法律相談

子どもに関する相談 痴ほう相談

障害者のための相談

消費生活相談

悩みの相談

土地・建物の相談

人権についての相談

女性のための相談

高齢者のための相談

交通事故相談

犯罪被害の相談

このコーナーの詳しいことは、各窓
口にお尋ねください。



5月18日、大分県日田市で開催された｢第33回近

県少年剣道大会｣で、春日聖剣会の小学校中学年の

部（3・4年生）が見事優勝しました。

これまで、いろいろな試合で入賞を果たしてきた

このメンバーですが、今回は1回戦から接戦。しか

し、勝ち進むにつれて、子どもたちの調子も上がり、

見事なチームワークで勝利を勝ち取りました。

創立33周年を迎えたこの春日聖剣会は、現在小

中学生41人が在籍。剣道を通して、礼儀をわきま

え、心身ともに強い子に育つよう指導している原田
はらだ

博利
ひろとし

会長は｢今、福岡県道場連盟大会に向けて練習

に励んでいます。狙うのは、もちろん優勝です｣と

次の目標に向けて意気込んでいます。

春のクリーン作戦が、5月25日、市内全域で一斉

に行われました。

昭和56年に、「自分の住むまちは自分たちできれ

いにしよう」と始めたこの清掃活動も今年で42回目。

各地区の自治会長が中心になって、道路の清掃やリ

サイクルごみの収集などに励んでいました。

このうち、松ヶ丘地区では、子ども会が毎月1回

行っている古紙・空き缶回収行事とも重なって、地

区内の各家庭から子どもたちも続々集合。空き缶を

分別したり、集められてきた雑誌類を運んだりと大

活躍でした。

世話役の一人は、「子どもたちのほうが手慣れたも

ので、本当に助かっています」と感心していました。

松ヶ丘地区自治会

家族総出のクリーン作戦

市 の 人 口

●市の人口 108,661人

女 55,094人　男 53,567人

●世 帯 数 42,297世帯
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5月25日、春のクリーン作戦。
松ヶ丘地区では、子どもたちが大
活躍。家庭のリサイクルごみを楽
しそうに運んでいました。

表
紙
の
写
真

今の机や台にあたります。顔
料が付き中央が擦り減っている
ことから、顔料を精製する台と
して使われていたようです。
湿った土地に埋まり空気に触

れなかったため、腐らずに当時
のままの状態で出土しました。
表面を工具で削った跡も残っ

ており、当時の木工技術を知る
ことができる貴重な資料です。

（奴国
な こ く

の丘歴史資料館）

案
あん

▲前列左から平田（
ひ ら た

佳）さん（春日小4年）、北村
きたむら

さん（海星
かいせい

小
4年）、平田（

ひ ら た

大）さん（春日小4年）、平野
ひ ら の

さん（春日小4年）、
真ん中左から那須

な す

さん（須玖小4年）、入部
い り べ

さん（春日小3
年）、後列左から指導者の釘崎

くぎざき

さん、竹内
たけうち

さん

(5/15現在)

空
き
缶
の
分
別
は
わ
た
し
た
ち
に
任
せ
て

▲

春日聖剣
せいけん

会

近県少年剣道大会中学年の部で優勝

弥生時代後期・須玖永田
す ぐ え い だ

遺跡・
長さ約50cm幅40cm・材質は
ウワズミザクラの木




